


女
巨
星
の
死
が
投
げ
た
波
紋

映
像
詩
人
ア
ン
ド
レ
イ
・
タ
ル
コ
フ
ス
キ
!
の
輝

け
る
才
能
の
夫
逝
を
惜
し
む
声
は
、
こ
の
監
督
が
亡

く
な
っ
て
早
や
半
年
、
ま
す
ま
す
世
界
の
映
画
フ
ァ

ン
に
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

m
M年
よ
り
、
海
外
で

の
製
作
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
、
な
お
母
国

ロ
シ
ア
へ
の
望
郷
の
念
を
作
品
に
讃
い
あ
げ
、
し
か

も
、
現
代
社
会
に
お
け
る
不
条
理
に
迫
っ
て
世
界
の

救
済
を
祈
っ
て
や
ま
な
か
っ
た
こ
の
巨
匠
の
映
画
は

ま
た
、
時
空
を
越
え
て
飛
掬
す
る
映
像
の
素
晴
ら
し

き
と
可
能
性
を
私
達
に
無
限
に
暗
示
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
巨
星
の
喪
失
を
悼
む
の
に
言
葉
は
不
用
と
嘆

か
わ
せ
、
し
か
も
沈
黙
し
て
こ
の
悲
し
み
を
耐
え
る

に
は
我
々
は
い
ま
ま
で
余
り
に
も
タ
ル
コ
ア
ス
キ
ー

に
つ
い
て
寡
黙
で
あ
り
す
ぎ
た
と
、
折
か
ら
映
画
界

に
進
む
改
革
の
動
き
と
相
ま
っ
て
、
ソ
ビ
エ
ト
の
映

画
人
た
ち
は
こ
れ
ま
で
こ
の
監
督
が
受
け
た
不
遇
を

い
ま
、
痛
恨
の
思
い
で
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
幻
年

七
月
、
モ
ス
ク
ワ
の
第
日
回
国
際
映
画
祭
は
、
こ
れ

ま
で
未
公
開
だ
っ
た
「
ア
ン
ド
レ
イ
・
ル
ブ
リ
ョ
フ
」

の
ノ
l
カ
ッ
ト
版
を
含
む
全
作
品
の
回
顧
上
映
を
行

う
な
ど
、
タ
ル
コ
フ
ス
キ

l
監
督
作
品
へ
の
研
究
・

評
価
は
母
国
で
も
一
挙
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ア
ン
ド
レ
イ
・
タ
ル
コ
フ
ス
キ
!
監
督
は
一
九
三
二

年
、
モ
ス
ク
ワ
の
生
れ
。
卒
業
製
作
「
ロ
ー
ラ
ー
と

バ
イ
オ
リ
ン
」
(
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
際
学
生
映
画
コ

アンドレイ・タルコアスキー

監督作品

ン
ク
i

ル
一
位
)
で
衆
目
を
集
め
、
つ
づ
く
長
篇
第

一
作
「
僕
の
村
は
戦
場
だ
っ
た
」
(
臼
)
で
ヴ
ェ
ネ

チ
ア
映
画
祭
金
獅
子
賞
を
受
賞
、
こ
の
映
画
は
戦
火

に
巻
き
こ
ま
れ
、
パ
ル
チ
ザ
ン
活
動
に
加
わ
る
こ
と

に
な
っ
た
少
年
の
苛
酷
な
現
実
生
活
と
、
そ
の
少
年

の
記
憶
に
残
る
平
和
な
日
々
の
行
情
に
み
ち
た
描
写

と
の
明
暗
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
鮮
烈
な
印
象
を
与
え

て
、
当
時
、
世
界
的
な
反
響
を
巻
き
お
こ
し
ま
し
た
。

以
後
、
「
ア
ン
ド
レ
イ
・
ル
ブ
リ
ョ
フ
」
(
灯
カ
ン

ヌ
映
画
祭
批
評
家
連
盟
賞
受
賞
)
「
惑
星
ソ
ラ
リ
ス
」

(
η
カ
ン
ヌ
映
画
祭
審
査
員
特
別
賞
他
)
「
鏡
」
(
万
)

「
ス
ト
l

カ

l

」
(
内
)
を
製
作
、
そ
の
後
は
海
外

で
製
作
を
行
い
、
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」
(
幻
カ
ン
ヌ

映
画
祭
創
造
大
賞
他
)
「
サ
ク
リ
フ
ア
イ
ス
」
(
鉛

カ
ン
ヌ
映
画
祭
審
査
員
特
別
大
賞
他
)
の
二
本
を
遺

し
て
、
八
六
年
十
二
月
二
八
日
、
パ
リ
に
客
死
し
ま

し
た
。

COJIHPIIC

女
S

F
映

画

に

新

境

地

を

拓

い

た

「

惑

星

ソ

ラ

リ

ス

」

η
年

、

カ

ン

ヌ

映

画

祭

審

査

員

特

別

賞

、

国

際

エ

ヴ

ァ

ン

ジ

エ

リl

映

画

セ

ン

タ

ー

賞

を

受

賞

し

た

「

惑

星

ソ

ラ

リ

ス

」

は

日

本

で

も

七

七

年

四

月

、

岩

波

ホ

ー

ル

に

て

ロ

ー

ド

シ

ョ

ー

公

開

さ

れ

、

さ

ら

に

翌

七

八

年

七

月

よ

り

銀

座

・

日

劇

文

化

で

二

ヶ

月

に

渡

っ

て

続

映

さ

れ

ま

し

た

。

ポ

ー

ラ

ン

ド

の

S

F
作

家

ス

タ

ニ

ス

ラ

フ

・

レ

ム

原

作

「

ソ

ラ

リ

ス

の

陽

の

も

と

に

」

を

映

画

化

し

た

こ

の

作

品

は

ヴ

未

知

と

の

遭

遇

。

を

人

聞

の

内

面

に

光

を

あ

て

て

描

く

こ

と

で

科

学

文

明

の

進

歩

の

狭

間

に

あ

る

人

聞

の

苦

悩

を

浮

彫

り

に

す

る

な

ど

、

こ

れ

ま

で

の
S

F
映

画

に

見

ら

れ

な

い

新

た

な

地

平

を

拓

い

た

画

期

的

作

品

と

し

て

多

く

の

フ

ァ

ン

を

魅

了

し

、

同

年

キ

ネ

マ

旬

報

ベ

ス

ト

テ

ン

五

位

に

選

ば

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

原

作

に

は

な

い

か

地

上

の

プ

ロ

ロ

ー

グ

ヘ

東

京

・

赤

坂

見

附

に

ロ

ケ

ー

シ

ョ

ン

し

て

撮

影

さ

れ

た

未

来

都

市

の

シ

!

ン

の

シ

ョ

ッ

ト

も

話

題

と

な

り

ま

し

た

が

、

タ

ル

コ

フ

ス

キ

ー

監

督

の

来

日

は

こ

の

時

が

最

初

に

し

て

最

後

で

し

た

。

公

開

当

時

、

「

二O

O
一

年

宇

宙

の

旅

」

と

双

壁

を

争

っ

た

「

惑

星

ソ

ラ

リ

ス

」

は

、

単

に

S

F
映

画

と

し

て

の

斬

新

さ

だ

け

で

な

く

、

遺

作

「

サ

ク

リ

フ

ア

イ

ス

」

に

も

見

ら

れ

る

ご

と

く

、

人

聞

の

心

の

深

層

を

映

像

に

昇

華

さ

せ

つ

づ

け

た

こ

の

監

督

独

自

の

世

界

が

広

が

る

代

表

作

と

し

て

歴

史

に

残

る

名

作

と

な

り

ま

し

た

。

-

:

:

:

「

二
O

O

一

年

宇

宙

の

旅

」

で

は

人

間

の

征

服

欲

の

原

罪

を

さ

ぐ

っ

た

が

、

「

惑

星

ソ

ラ

リ

ス

」

は

も

っ

と

深

く

夢

想

の

実

現

と

い

う

か

、

人

聞

の

永

遠

の

テ
l

マ

た

る

不

死

へ

の

さ

ぐ

り

を

入

れ

た

S

F

な

の

で

あ

るo

l

-

-
淀

川

長

治

氏

(

映

画

評

論

家

)

「

週

刊

少

年

マ

ガ

ジ

ン

」

行

年

6
月
5
日

号

よ

り

-

あ

の

ス

タ

ン

リ
l

・

ク
l

ブ

リ

ッ

ク

の

メ

カ

ニ

ッ

ク

な

啓

示

と

く

ら

べ

る

と

、

タ

ル

コ

フ

ス

キ

ー

の

こ

の

映

画

は

、

も

っ

と

情

緒

に

お

ぼ

れ

た

悲

し

げ

な

美

し

さ

を

持

っ

て

い

る

。

|

|

「

読

売

新

聞

」

け

年
5
月

日

日

付

よ

り

女

ソ

ラ

リ

ス

の

海

は

理

性

を

持

つ

奇

怪

な

有

機

体

映

画

は

プ

ロ

ロ

ー

グ

(

地

上

の

現

実

)

と

エ

ピ

ロ

ー

グ

(

惑

星

で

の

未

来

)

を

持

つ

3
時

間

の

大

長

篇

で

、

ド

ラ

マ

は

主

と

し

て

惑

星

ソ

ラ

リ

ス

に

到

達

し

た

宇

宙

船

の

内

部

で

凄

絶

に

繰

り

展

げ

ら

れ

る

。

心

理

学

者

ク

リ

ス

(

ド

ナ

l
タ

ス

・

パ

ニ

オ

ニ

ス

)

は

重

大

な

任

務

を

帯

び

て

惑

星

ソ

ラ

リ

ス

に

近

づ

い

て

行

く

。

同

行

者

は

物

理

学

者

の

サ

ル

ト

リ

ウ

ス

と

医

師

の

ス

ナ

ウ

ト

の2
人

。

ク

リ

ス

は

、

船

内

に

居

る

筈

も

な

い

美

し

い

女

の

姿

を

或

る

日

発

見

す

る

。

し

か

も

彼

女

は

数

年

前

に

若

く

し

て

死

ん

だ

彼

の

妻

ハ

リ
l

(
ナ

タ

リ

ヤ

・

ボ

ン

ダ

ル

チ

ュ

ク

)

そ

の

人

で

あ

っ

た

/

ク

リ

ス

の

驚

き

ノ

・

ソ

ラ

リ

ス

の

海

は

、

理

性

を

持

つ

奇

怪

な

有

機

体

で

、

地

球

か

ら

来

た

人

間

の

脳

裡

に

潜

在

す

る

欲

求

を

物

体

化

す

る

不

思

議

な

超

能

力

を

持

っ

て

い

た

。

そ

の

1

つ

が

ハ

リ
l

で

、

彼

女

は

ク

リ

ス

の

こ

と

を

す

べ

て

生

々

し

く

記

憶

し

て

い

た

の

だ

。

ソ

ラ

げ

ス

の

海

の

謎

の

解

明

に

ク

リ

ス

は

ふ

る

い

立

つ

:

:

・

。

ナタリア・ボンダルチュク

ドナータス・パニオニス

・・・・・・・ユーリ-・ヤルヴェ卜

アナトーリ-・ソ口二一ツイン

ーニコライ・グリニコ

〈スタッフ〉

製作・・・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・モスフィルム 1972 年

原イ乍・・・・・スタニスラフ・レム「ソラリスの陽のもとに」

脚本・・・・・・・・・・・・・・・・・・アンドレイ ・タルコフスキー

F ・ガレンシュテイン

アンドレイ・タルコフスキ一

一ミハイル・ロマージン

ーエドゥアルド・アルテミエフ

上映時間 2 時間 45 介/カラー・ワイド

'72 カンヌ映画祭審査員特別賞

国際エヴァンジエリー映画センター賞

〈キャスト〉

ハリー

クリス・・

スナウ卜

サル卜リウス・・

クリスの父・・・・・・

監督・・・・

美術・・...

音楽・・

特別鑑賞券 1200 円

好評発売中(当ト般 1500 円・学生 1300 円)

(都内各プレイガイド、チケットセゾン、チケットぴあ他にて)

|連日 12 :10 3:20 6:30

9 月 5 日(土)より

l アンドレイ・タルコアスキー|

追悼ロードショー


